
 

東日本製鉄所千葉地区における環境問題に関するお詫びとご報告 

 
 
 
ＪＦＥスチール株式会社社長の數土文夫でございます。 

 
 
 
弊社東日本製鉄所千葉地区における環境問題に関してご報告申し上げます。 
 
まずもって、このような件につきましてご報告致しますことを、深くお詫び

申し上げます。誠に慙愧に耐えない思いでありますが、これを機に、全社一丸

となって信頼の回復に努め、再出発いたします。 
 
 
 
（別紙をごらんいただきたく、お願いいたします） 
 
 
 
 



２００５年２月４日 
 

JFE ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社 
ＪＦＥスチール株式会社 

 
ＪＦＥスチール(株) 東日本製鉄所（千葉地区）の環境問題について 

 
 

ＪＦＥスチール(株) 東日本製鉄所（千葉地区）は、現在、①水質汚濁防止法の基準値を上回る

高アルカリ水を漏出させた疑いにより、千葉海上保安部の捜査を受けております。また、②その



 
 
【参考資料】 
 
 
 
 
 
 
○ 東日本製鉄所（千葉地区）にお

（１） 環境管理部の独立 および 環境

① 環境管理部を環境エネル

② 環境管理部を最重要部門

門、水処理設備運転部門

（２） 測定データおよび異常監視の強

① 所長・副所長・環境管理

改善指示 
② 上記を確実に実行するた

・ 分析の迅速化（可能

・ 情報伝達の同期化（

       
（３） 環境保全に関する教育の徹底・

再徹底 

（４） 本社担当役員・監査部門による

 
○ 全社的展開 
 
  東日本製鉄所（千葉地区）におけ

（京浜地区）、

区）、区）、

、

情ᵰ脘㘀
対  策 

ける環境管理体制の抜本的建直し 

管理部門の人員増強 

ギー部から独立させ、人員増強する。 

と位置付け、全所的な意識改革を図ることにより、製造部

等への指導力を強化する。 

化 

部門による異常の監視、および操業部門へのタイムリーな

め、以下のハード・ソフト対応の検討・実施 
な分析項目についてはｵﾝﾗｲﾝ自動測定化） 
オンライン自動伝送） 

強化と意識の向上、およびコンプライアンスの 

定期的な監査の実施 １回／３ケ月  

る上記の抜本的建直し策を JFE スチール㈱東日本製鉄所 


